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◆
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】

令
和
元
年
11
月
26
日
〜
27
日

【
視
察
先
】（
敬
称
略
）

○
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

○
福
島
県
い
わ
き
市

○
宮
城
県
名
取
市
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
公
園
・
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈

念
館

○
つ
く
ば
市

【
視
察
目
的
】

　

令
和
元
年
７
月
に
本
村
と
筑
波

学
院
大
学
と
の
連
携
協
定
を
締
結

し
、Ｏ
Ｃ
Ｐ（
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
社
会
参
加
活
動

を
本
村
に
お
い
て
展
開
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
本
村
の
今
後
の
教
育

現
場
や
生
涯
学
習
の
充
実
に
繋
げ

る
取
組
み
方
を
先
進
地
で
あ
る
い

わ
き
市
を
視
察
し
参
考
と
す
る
。

  

ま
た
、
つ
く
ば
市
の
民
間
企
業

で
開
発
し
て
い
る
、
身
体
機
能
を

改
善
・
補
助
・
拡
張
・
再
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
装
着
型
サ
イ
ボ
ー

グ
が
介
護
の
現
場
で
需
要
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

装
置
体
験
を
行
い
利
用
方
法
と
価

値
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

【
参
加
議
員
】

厚
生
文
教
常
任
委
員
６
名

【
視
察
内
容
】

　

い
わ
き
市
で
は
、
大
学
等
高
等

教
育
機
関
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
密
に
打
ち
合
わ
せ
し
、
状
況
に

応
じ
て
講
師
・
学
生
が
事
業
に
携

わ
る
人
数
が
決
ま
り
事
業
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
。
更
に
各
地
区

の
公
民
館
職
員
が
、
地
区
内
の
小

中
学
校
や
企
業
・
団
体
を
足
し
げ

く
回
り
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
を
的
確

に
拾
っ
て
、
学
校
側
か
ら
の
提
案

と
い
う
形
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
は
、
装
着
者

の
生
体
電
位
信
号
を
検
出
し
本
人

の
意
思
に
従
っ
た
動
作
が
実
現
で

き
る
。
介
護
の
現
場
や
介
護
度
軽

減
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
確
認

が
で
き
た
。

で
あ
る
。
未
だ
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
が
故
郷
に
一
日
で
も
早
く
戻

れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　

２
日
目
は
二
本
松
市
に
お
け
る

六
次
産
業
化
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
っ
た
。
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
全

国
の
農
林
漁
業
が
中
心
的
産
業
と

な
っ
て
い
る
自
治
体
は
ど
こ
も
試

行
錯
誤
の
中
か
ら
何
と
か
し
た
い

と
努
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。

　

二
本
松
市
は
風
評
被
害
の
面
か

ら
も
ひ
と
際
努
力
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
た
。
そ
の
成
果
の
一
例
と
し

て
、「
福
島
地
域
産
業
六
次
化
戦

略
」
に
お
い
て
二
本
松
市
の
農
園

と
ワ
イ
ン
会
社
が
認
定
を
受
け
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
例
に

も
れ
ず
後
継
者
問
題
と
耕
作
放
棄

地
問
題
で
大
き
な
悩
み
と
の
事
で

あ
っ
た
。

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】

令
和
元
年
10
月
23
日
〜
24
日

【
視
察
先
】（
敬
称
略
）

〇
福
島
県
三
春
町

　

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島

〇
福
島
県
二
本
松
市

【
参
加
議
員
】

総
務
経
済
常
任
委
員
６
名

【
視
察
内
容
】

　

初
日
の
研
修
は
、
福
島
県
三
春

町
に
あ
る
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン

タ
ー
交
流
棟（
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
）

を
訪
問
、
東
日
本
大
震
災
後
の
福

島
県
の
現
状
や
放
射
線
・
環
境
問

題
に
つ
い
て
体
験
型
の
展
示
や
全

球
型
シ
ア
タ
ー
、
施
設
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
解
説
に
よ
り
、
放
射
能
等

へ
の
不
安
や
疑
問
に
回
答
し
て
頂

い
た
。
廃
炉
作
業
従
事
者
数
だ
け

で
も
１
日
あ
た
り
３
６
０
人
を
超

え
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
方
も

実
際
に
被
災
さ
れ
た
女
性
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
言
葉
の
重
み
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
原
発
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ

視
察
研
修
報
告

コミュタン福島視察訪問

いわき市視察訪問
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ら
し
い
、
住
民
・
議
員
各
々
の
顔

が
見
え
る
地
域
密
着
型
の
議
会
活

動
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

与
謝
野
町
議
会
で
は
、
直
近
投

票
率
が
約
70
％
と
非
常
に
高
い
投

票
率
を
維
持
し
て
お
り
、
議
会
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ

た
。
ま
た
議
会
中
継
に
特
徴
が
あ

り
、
町
営
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

配
信
を
行
っ
て
い
た
関
係
で
、
住

民
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
率
が

90
％
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
を
活

用
し
議
会
生
中
継
及
び
録
画
配
信

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
他
自
治
体

と
同
様
に
投
票
率
及
び
議
会
傍
聴

に
つ
い
て
大
き
な
課
題
が
あ
り
、

両
町
よ
り
伺
っ
た
情
報
を
今
後
の

参
考
と
し
た
い
。

◆
美
浦
村
議
会
議
員
会

【
視
察
日
】

令
和
元
年
11
月
18
日
〜
11
月
20
日

【
視
察
先
】（
敬
称
略
）

〇
兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
議
会

〇
京
都
府
与
謝
野
郡

　

与
謝
野
町
議
会

〇
栗
東
市

〇
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

【
視
察
目
的
】

　

本
村
議
会
の
重
視
す
る
議
会
改

革
の
先
進
地
と
し
て
、
前
述
の
２

町
議
会
を
訪
問
し
、「
議
会
改
革

の
取
組
み
」
及
び
「
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
活
動
」
等
に
つ
い
て
、

今
後
の
議
会
推
進
の
参
考
と
す
る
。

　

ま
た
、
日
本
に
二
つ
の
日
本
中

央
競
馬
会
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
設

置
市
村
の
片
翼
で
あ
る
栗
東
市
及

び
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。

【
参
加
議
員
】
議
員
11
名

【
視
察
内
容
】

　

播
磨
町
議
会
は
、
開
か
れ
た
議

会
方
針
の
中
で
も
、
地
域
と
の
懇

談
を
重
視
し
て
お
り
、
議
会
報
告

会
を
年
２
日
間
４
会
場
で
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、「
議
会
と
語
ろ
う

会
」
を
随
時
開
催
し
て
お
り
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
播
磨
町

　

栗
東
市
で
は
、
野
村
市
長
、
藤

田
議
長
、
田
中
副
議
長
と
面
会
を

行
い
、
日
本
に
二
つ
し
か
な
い
日

本
中
央
競
馬
会
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
の
所
在
す
る
両
市
村
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
両
市
村
の
近
況
を
忌
憚
な
く

報
告
し
、
今
後
の
村
の
発
展
に
寄

与
す
る
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
馬
房
の
寝
藁
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
視

察
・
見
学
を
行
っ
た
。

　

11
月
１
日
よ
り
稼
働
と
な
っ
た

本
施
設
は
、
環
境
対
策
が
徹
底
さ

れ
て
お
り
、
一
見
す
る
だ
け
で
は

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
と
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
で
も
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
が
設
置
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、

環
境
対
策
が
行
わ
れ
た
栗
東
の
施

設
は
地
球
環
境
及
び
地
域
環
境
に

お
い
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
た
。

播磨町議会視察訪問

栗東市表敬訪問 与謝野町議会視察訪問

栗東トレーニング・センター視察訪問
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化
が
進
行
し
て
い
た
た
め
、
し
尿

処
理
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
二
酸
化
炭
素
削
減
を
目
標
に

約
１
億
８
千
万
円
を
か
け
、電
気
・

計
装
機
器
類
の
基
幹
的
整
備
を
実

施
、
超
効
率
変
圧
器
に
変
更
し
た

こ
と
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
が
改
善
さ
れ
、
電
気
使
用
量
を

20
％
削
減
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
率
が
目
標
値
の
20
％
に
対
し
、

31.

８
％
の
削
減
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
処
理
水
の
放
流
先
を

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
た
た
め
、

高
度
処
理
施
設
及
び
消
毒
設
備
を

休
止
し
、
年
９
百
万
円
の
費
用
削

減
を
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
職
員
数
は
、
正
職

員
３
名
・
臨
時
職
員
１
名
で
あ
り
、

運
転
管
理
は
４
名
委
託
で
運
営
し

て
い
る
。

　

徹
底
的
な
経
費
削
減
が
さ
れ
て

お
り
、
美
浦
村
が
加
入
し
て
い
る

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
に
お
い
て

も
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
に

よ
り
経
費
削
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
有
意
義
な
る
視
察
研

修
の
報
告
と
す
る
。

◆
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

【
視
察
日
】

令
和
元
年
11
月
13
日
〜
14
日

【
視
察
先
】

○
静
岡
県
富
士
宮
市

○
富
士
宮
市
衛
生
プ
ラ
ン
ト

【
視
察
重
点
テ
ー
マ
】

　
「
龍
の
郷
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
（
第
２

期
）」
の
参
考
と
す
る
た
め
、
基

幹
的
改
良
工
事
の
事
例
及
び
工
事

後
の
運
転
管
理
状
況
等
を
調
査
。

【
参
加
議
員
】

小
泉
嘉
忠
・
北
出　

攻

【
視
察
内
容
】

　

富
士
宮
市
は
、
人
口
約
13
万
２

千
人
、
世
帯
数
約
５
万
５
千
、
富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
門
前
町
と

し
て
発
達
し
た
ま
ち
で
あ
る
。
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
に
育
ま
れ
て
生

産
さ
れ
る
多
様
な
食
材
を
活
か

し
、
地
域
の
産
業
振
興
と
市
民
の

健
康
・
幸
せ
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
」
を
掲

げ
て
、
職
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

衛
生
プ
ラ
ン
ト
は
平
成
元
年
３

月
に
供
用
開
始
し
た
が
、
供
用
開

始
後
22
年
が
経
過
し
た
平
成
23
年

に
、
設
備
・
装
置
の
経
年
的
老
朽

ありがとうございました
視察のご訪問

　

昨
年
中
多
数
の
市
町
村
議
会

議
員
の
皆
様
に
ご
訪
問
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
山
梨
県
道
志
村
議
会

○
茨
城
県
稲
敷
市
議
会

○
石
川
県
能
登
町
議
会

○
山
形
県
長
井
市
議
会

○
埼
玉
県
毛
呂
山
町
議
会

○
北
海
道
大
空
町
議
会

○
福
島
県
湯
川
村
議
会

○
宮
城
県
松
島
町
議
会


